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我が国における高齢化は，急速な進展を遂げ，

人々は現役を引退した後の長い老後を過ごすこ

とが余儀なくされている．そのために国は，高

齢者が老後の生活に適応し，健康で生きがいを

持って過ごすことができるための支援として，

生涯学習の推進等の生きがい政策を推進し，効

果をあげてきた．しかしながら，今日において

は，社会保険システムの破綻や国民医療費の増

大等の社会的問題によって，年金受給の時期や

受給額も一昔前とは違って非常に厳しいものと

なっている．その結果，長い間職業生活に従事
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要　旨　本研究の目的は，看護職の定年退職に対する思いと老後の生活への準備の有無との関連を

明らかにし，看護職に対する「退職準備プログラム」を考案するための基礎的資料とすることである．

５０歳以上の看護職者６５２名に対し，郵送による質問紙調査を行い，４１４名（回収率６３．５％）から回答を

得た．そのうち有効回答数は４０９名（９８．８％）であった．看護職の定年退職に対する思いは，因子分析

の結果６因子が抽出された．また老後の準備はしている者が１４８名（３６．２％），していない者が２６１名

（６３．８％）であった．老後の準備をしている群としていない群の２群に区分し，定年退職に対する思

いの６因子それぞれについて有意差を求めた結果，老後の準備をしている者は，因子Ⅰ（歓迎）にお

いて有意（ｐ＜０．０５）に高く，定年退職を肯定的に受け止めていた．反対に，老後の準備をしていない

者は，因子Ⅲ（逃避）（ｐ＜０．０１），因子Ⅳ（あきらめ）（ｐ＜０．０５）において有意に高く，定年退職を

否定的に受けとめていることが明らかになった．老後の準備をしていない者の定年退職に対する否定

的な受け止め方は，定年退職が心理的危機となり，定年退職後の生活を有意義に送ることができなく

なる可能性があると思われる．以上のことから，定年退職後の生活が有意義なものとなるように，看

護職が老後の生活設計を立案でき，老後の生活の不安が軽減できるための支援のひとつである退職準

備教育プログラムの必要性が示唆された．
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した人々でさえ，老後の経済的基盤を年金に頼

ることが困難な状況に陥り，経済生活や健康生

活を含めた老後の生活への不安を抱えている．

このような情勢のもと，超高齢化社会におい

て，生き生きとした老後を過ごすためには，そ

の前段階である成人期において，自立的生活設

計がなされていたかどうかに大きく依存する１）

ともいわれるように，国民一人一人が老後の生

活にスムーズに適応し，豊かな老後を過ごすた

めに，老後の生活の過ごし方や経済的基盤など

について，早期から具体的に設計していくこと

が必要になってくると考えられる．それは看護

職者にとっても例外ではないと思われる．

個人が老後の生活設計を立案するためには何

らかの支援が必要になってくると考えられる．

老後の経済的基盤や生甲斐は何によるのか等，

個人が職業生活現役時代に考えることはもちろ

んであるが，雇用者側や管理者側が何らかの組

織だった支援を行うことが望ましいのではない

かと思われる． 

我々は，以上のような背景をふまえ，看護職

各自が定年退職前に，老後の生活設計を具体的

に考案できるように管理者側は，看護職対象の

院内教育の中に「退職準備教育プログラム」を

設定していく必要があるのではないかと考えた．

この退職準備教育については，すでに大企業

においては，「退職準備教育」や「生涯生活設計

セミナー」等の名称で行われており，定年退職

後の不安の軽減や，老後の生活設計立案を目的

として取り組まれている．しかしながら，医療

施設内における看護職を対象とした院内教育は，

新人教育やキャリアアップ教育を中心としてい

るのが現状である．また，本研究課題に関する

研究は，中国の看護職を対象とした調査２）３），及

び日本の看護職に対する調査４）と，わずかで

あった．これらのことから考えると，医療施設

内における看護職を対象とした退職準備教育は，

ほとんど行われていないことが考えられた．

そこで我々は平成１７年来，看護職に対する退

職準備プログラム考案のために必要なデータ収

集を目的とし，看護職に対し，定年退職に対す

る思いや老後の生活への準備の有無および，老

後の過ごし方に等についての基礎的調査を行っ

てきた５）６）．　その結果，看護職は定年退職に対

し，肯定的な受け止め方をしている者が多いが，

老後の生活については具体的な準備をしていな

い者が多かったという結果を得ている．けれど

も，定年退職に対する思いと老後の生活への準

備の有無との関連については明らかにすること

はできなかった．そこでその関連を見るための

一歩として平成１８年には，平成１７年の研究結果７）

を基に「看護職の定年退職に対する思いを示す

質問紙」を作成し，調査を行い，回答の因子分

析から６因子を抽出し，その信頼性・妥当性を

検討した結果を発表した８）．

本研究では同調査結果から，看護職の定年退

職に対する思いと老後の生活への準備の有無と

の関連について明らかにし，看護職に対する

「退職準備教育プログラム」を考案するための基

礎的資料とすることを目的とする．
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１．定年退職に対する思い：将来訪れる自己の

定年退職をどのようにとらえているかという思

いや感情

２．退職準備教育：定年退職時に生じる緊張・

不安を緩和し，退職後の人生に積極的に適応し

ていくように組まれた教育プログラム９）

������

１．調査対象

関東圏を中心とした４００床以上の医療施設で

働く５０歳以上の看護職者６５２名

２．調査期間

平成１８年１月～２月

３．調査方法

郵送による自記式質問紙調査を行った．関東

圏を中心とした４００床以上の医療施設を無作為

に抽出し，各施設の看護部長宛てに依頼文と調

査票を一括郵送し，回収後返送してもらった．

看護部長に調査への協力と配布・回収について

お願いし，調査への協力は，各自の任意である

こと，および，期日までに回収できた枚数のみ

でよいこと等を依頼文に明記し，回収において

看護職の定年退職に対する思いと老後の生活への準備の有無との関連
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強制力がかからないように配慮した．

４．質問紙の内容

自作の質問紙を用いた．質問紙の内容は，①

属性（年齢，性別，職種，所属施設の設置主体）

②老後の生活への準備の有無，③定年退職に対

する思いである．③の定年退職に対する思いの

質問項目は，我々の先行研究での，看護職の定

年退職に対する思いについて文章完成法で求め

た回答を質的に分析し，カテゴリー化した結果１０）

を基に作成した．質問項目の妥当性をみるため

にプレテストを行い，その結果を基に，研究者

間で質問項目の表現や偏りなどについて協議を

重ね，検討を行い修正した．最終的に２２の質問

項目からなり，「そう思う（５点）」～「思わな

い（１点）」の５段階評価とした．

５．倫理的配慮

質問紙は無記名とし，対象者への依頼文に研

究目的，得られた回答は研究以外の目的で使用

することはないこと，プライバシーの保護と回

答はコード化して処理すること，調査への協力

は自由であること等について明記し，回答を

もって同意が得られたものとした．

６．分析方法

定年退職に対する思いについては回答の因子

分析（主因子法，バリマックス回転）を行い，

因子の抽出を行った．定年退職に対する思いと

老後の生活への準備の有無との関連については，

老後の準備をしている群としていない群の２群

に区分し，定年退職に対する思いの６因子それ

ぞれについてＭａｎｎ－ＷｈｉｔｎｅｙのＵ検定によっ

て有意差を求めた．

分析にあたっては，統計ソフトＳＰＳＳ１１．０ ｆｏｒ 

Ｗｉｎｄｏｗｓを使用した．
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２４施設の看護職４１４名（回収率６３．５％），から

回答を得た．そのうち有効回答数は４０９名

（９８．８％）であった．

１．対象者の背景（表１）

平均年齢は５４．４±３．１６歳．男性１４名（３．４％），

女性３９５名（９６．６％）であった．職種は，助産師

２３名（５．６％），保健師０名（０．０％），看護師３１５

名（７７．０％），准看護師７１名（１７．４％）であった．

２�定年退職に対する思いについて（表２）

定年退職に対する思いを示す質問の回答の因

子分析（主因子法，バリマックス回転）を行っ

た．一回目の因子分析の結果，２因子にまたが

り０．５以上の負荷を示す１項目と因子負荷量が

看護職の定年退職に対する思いと老後の生活への準備の有無との関連

ｎ＝４０９
５４．４±３．１６歳年　齢

 １４名（ ３．４％）男性性　別
３９５名（９６．６％）女性

％人数
５.６２３助産師職　種
０.００保健師
７７.０３１５看護師
１７.４７１准看護師
％人数施設数施設分類
８.３３４２国立病院機構
２６.４１０８６公立
８.８３６３私立大学病院施設の設置主体
９.１３７２医療法人
１４.９６１４赤十字
１３.７５６３財団法人
４.９２０１厚生連
１３.９５７３その他
１００４０９２４合計

表１　 対象者の背景
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低い１項目の計２項目を除いた２０項目で再度因

子分析を行った．その結果，６因子が抽出され

た．

因子Ⅰは６項目から構成された．楽しみ，期

待，第二の人生等，定年退職を歓迎している項

目であったので「歓迎」，因子Ⅱは４項目から構

成され，つらい，さびしい等，定年退職に対し

てとまどいがみられ「困惑」と命名した．因子

Ⅲは３項目から成り，先のこと，考えたくない

という逃避傾向があることから「逃避」と命名

した．因子Ⅳは５項目から構成され，しかたが

ない，きまりだからということから「あきらめ」，

因子Ⅴは２項目から成り，まだまだ働きたい，

まだまだ働けるという葛藤があることから「葛

藤」，因子Ⅵは２項目から成り，健康面・経済的

不安の項目であったことより「健康・経済的不

安」と命名した．

６因子の累積寄与率は６６．２５％であり，因子

Ⅰ（歓迎）の寄与率が１８．１７％と高かった．各因

子の信頼性係数は，因子Ⅰは０．８３７，因子Ⅱは

０．６８３，因子Ⅲが０．７３５，因子Ⅳ０．６４０，因子Ⅴ

０．７４１，因Ⅵが０．６００と，０．６００～０．８３７の範囲で

あり，信頼性・妥当性が確保された．

３．定年退職に対する思いと老後の生活への準

備の有無との関連（表３）

老後の生活への準備をしている群は，対象者

４０９名中１４８名（３６．２％），していない群は２６１名

（６３．８％）であった．

定年退職に対する思いと老後の生活への準備

の有無との関連をみるために，老後の生活への

準備をしている群としていない群の２群に区分

し，定年退職に対する思いの６因子それぞれに

主因子法　　　バリマックス回転

表２　「定年退職に対する思い」の　因子分析結果

因子�因子�因子�因子�因子�因子�
健　康　・
経済的不安葛藤あきらめ逃避困惑歓迎項　　　目質問

番号
-０.１２００.０３９-０.０７２-０.０８７-０.１２２０.８４２期待をしている３
-０.１１９０.０２５-０.０９８-０.１４１-０.１９８０.８１６楽しみである２
-０.１４７０.１６６-０.１５１-０.１６８０.１０２０.７１０第二の人生だ１
０.０３２-０.２４６０.０４４０.１１６-０.２１１０.６９４自由な時間をもてる時だ５
０.１５７-０.２２０-０.０６３０.０７２-０.１９００.６８４重荷をおろして自由になる４
-０.０４４０.０２６０.２７６-０.１５６０.１４６０.５８１人生の区切りである７
０.０６００.０５８０.０８１０.１８２０.８１９-０.１５４つらい出来事だ９
０.０６９０.０６２０.２８１０.１５９０.７４８-０.１４１さびしいことだ１０
０.２７６０.０６００.０７７０.３２００.６２５-０.１５４何をしてよいかわからず不１４
０.０５８０.０９６０.１５２-０.１８４０.４６８０.４０２それまでの生き方が問われ８
０.０１９-０.０３９０.０７２０.８４４０.０６１-０.０６２関心がない２２
-０.１４１０.１４２０.１１１０.７６８０.２２４-０.０５１先のことである２１
０.１６４０.０７２０.０５１０.６３４０.４１３-０.１７４考えたくない２０
０.０５９０.０２８０.８５３０.０４４０.０９６-０.０１０世の中のきまりである１２
-０.０６９-０.０２１０.７６５０.１１１０.２６２-０.２２４ある程度仕方がないことで１１
０.２３７０.３３００.５２６-０.０４３０.０７７０.２７８頑張って働くための目標で１３
-０.０３００.８６００.０６４０.０５８-０.０２８-０.０５２まだまだ働ける年齢だ１７
０.０５４０.８４５０.０５１０.０７２０.１９０-０.１１５まだまだ働きたい１８
０.８０６-０.１０００.１０８０.０４５０.２１３０.０７２健康面で不安がある１５
０.７９５０.１３００.０３５-０.０７６０.０５７-０.２３９経済的な不安がある１６
７.７９８.８８９.２８１０.１５１１.９８１８.１７寄与率（％）
６６.２５５８.４６４９.５８４０.３０３０.１５１８.１７累積寄与率（％）
０.６０００.７４１０.６４００.７３５０.６８３０.８３７信頼性係数（Ｃｒｏｎｂａｃｈ'α）

ｎ＝４０９

看護職の定年退職に対する思いと老後の生活への準備の有無との関連
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ついてＭａｎｎ－ＷｈｉｔｎｅｙのＵ検定を行い，有意

差を求めた．

その結果，老後の生活への準備をしている群

は，していない群に比べて因子Ⅰ（歓迎）にお

いて有意（ｐ＜０．０５）に高かった．老後の準備

をしていない群はしている群に比べて，因子Ⅲ

（逃避）（ｐ＜０．０１），因子Ⅳ（あきらめ）（ｐ＜

０．０５）について有意差が認められた．因子Ⅱ（困

惑），因子Ⅴ（葛藤），因子Ⅵ（健康・経済的不

安）については有意差が認められなかった．

　

����

　５０歳以上の看護職４０９名中，老後の生活への

準備をしている者の割合が３６．２％と低く，定年

退職を近い将来迎える予定の看護職は老後の生

活への準備をあまりしていないという結果が得

られた．我々が平成１７年に行った研究１１）でも，

５１７名中，老後の生活への準備をしている者の

割合が２９．２％という結果であった．その研究で

は対象者の平均年齢が４７．８歳と低かったことも

あり，単純に比較検討はできにくいが，看護職

は老後の生活への準備を十分に行っているとは

言い難い傾向にあることが示唆された．しかし，

老後の準備をしていない理由については今回調

査していないので不明であるため，今後新たな

調査を行い結果の信頼性を追及していくことが

必要であると思われる．

　定年退職に対する思いと老後の生活への準備

の有無との関連については，老後の生活への準

備をしている者は因子Ⅰ（歓迎）において有意

に高かったことから，定年退職を歓迎し，肯定

的に受け止めている傾向にあった．このことか

ら老後の生活への準備をしている者は，定年退

職を前向きにとらえ，歓迎し，楽しみにしてい

る姿勢においては，老後の生活への適応がス

ムーズになることが予測される．

　反対に老後の準備をしていない者は，因子Ⅲ

（逃避），因子Ⅳ（あきらめ）において有意に高

かったことから，定年退職に対して逃避，あき

らめといった否定的な受け止め方をしている傾

向にあった．老年期への移行期における職業領

域での主要な問題は定年退職であり，定年退職

による環境変化には多くの喪失感を伴う１２）とい

われる．また，定年退職を否定的に受け止め，

不安や葛藤が大きい人にとって定年退職は，心

理的危機ともなり，その後の人生を有意義に過

ごすことができなくなりうるともいわれている１３）．

以上のことより本調査において，老後の生活

への準備をしていない者の定年退職に対する否

定的受け止め方は，定年退職後の生活へのス

ムーズな適応が困難となる可能性があることが

考えられる．その予防のためにも，定年退職前

に各自が老後の生活を具体的に設計することが

でき，老後の生活への不安が軽減できるような

支援の必要性が示唆された．

また，６因子のうち，因子Ⅱ（困惑），因子Ⅴ

（葛藤），因子Ⅵの「健康・経済的不安」につい

ては有意差がみられなかった．このことからは，

表３　定年退職に対する思いと老後の生活への準備の有無との関連

老後の生活への準備

因子名因子定
年
退
職
に
対
す
る
思
い

していない（２６１名）している（１４８名）

平均ランク

１９０．９０�２２９．８７歓迎Ⅰ

２１３．５２１８９．９７困惑Ⅱ

��２２７．１４１６５．９６逃避Ⅲ

�２１３．９７１８９．１８あきらめⅣ

２１１．７３１９３．１４葛藤Ⅴ

２１３．２１１９０．５２健康・経済的不安Ⅵ

ｎ＝４０９

Ｍａｎｎ－ＷｈｉｔｎｅｙのＵ検定　　　��ｐ＜０．０１    �ｐ＜０．０５
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老後の生活への準備をしている者もしていない

者も，それぞれ多少なりとも定年退職後に対し

て困惑やとまどい，不安を抱えていることが考

えられる．

牧野ら１４）は，企業の退職者に対し，退職準備

教育が退職後の人生にどのように役立っている

かという調査を行い，老後の具体的生活設計立

案や，健康管理，老後の不安の解消において効

果的であったという結果を得ている．また，関

口ら１５）の大企業の従業員に対する調査でも，退

職準備教育はその後の生活に役立っていると答

えた者が８７．４％であったという結果を得ている

ことから，退職準備教育が，定年退職後の生活

を行う上で有意義であることを示唆している．

これらのことからも，看護職各自が老後の生活

を具体的にイメージでき，具体的な生活設計が

可能となるような退職準備教育の必要性がある

と考える．

なお，本調査においては，量的・統計的分析

によって，看護職の定年退職に対する思いと老

後の生活への準備の有無との関連を明らかにし

たものであり，定年退職に対する思いの影響要

因については明らかにすることはできていない．

今後はこの点について検討していく予定である．

　

����

　調査対象者である５０歳以上の看護職４０９名中，

老後の準備をしている者は，定年退職に対して

歓迎し，肯定的に受け止め，老後の準備をして

いない者は，定年退職に対し，逃避，あきらめ

の思いといった否定的な受け止め方をしている

ことが明らかになった．
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